
実
証
段
階
・
実
用
段
階
に
あ
る
技
術
を
活
用
し
た

復
興
・
再
生
へ
の
取
り
組
み
事
例

注
：
復
興
・
再
生
戦
略
協
議
会
の
委
員
の
方
や
、
現
地
で
活
動
さ
れ
て
い
る
企
業
、

自
治
体
等
か
ら
ご
紹
介
戴
い
た
「
仕
組
み
見
直
し
等
」
の
参
考
と
な
り
得
る
具
体

事
例
の
一
部
に
つ
い
て
、
事
務
局
で
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
２
４
年
１
２
月
１
４
日
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取
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取
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取
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１
．
宮
城
県
岩
沼
市
の
震
災
復
興
計
画

ペ
ア
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
概
念
図

（
出
典
：
「
岩
沼
市
震
災
復
興
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」(
20
1
1.
9)

千
年
希
望
の
丘
断
面
図
(海
岸
～
三
軒
茶
屋
地
区
集
落
）

（
出
典
：
「
岩
沼
市
震
災
復
興
計
画
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」(
20
1
1.
8.
7)

1

【
事
業
ま
た
は
研
究
開
発
の
概
要
】

○
岩
沼
市
で
は
、
被
災
直
後
か
ら
、
ペ
ア
リ
ン
グ
支
援
（
一
つ
の
団
体
や
市
町
村
が
一
つ
の
被
災
地
と

助
け
合
っ
て
信
頼
関
係
を
育
み
、
持
続
的
に
支
援
を
し
て
い
く
方
法
）
を
受
け
入
れ
た
た
め
、
早
期

の
復
興
計
画
策
定
や
、
防
災
集
団
移
転
事
業
へ
の
着
手
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

○
第
一
段
階
：
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
の
策
定
（
理
想
に
基
づ
く
長
期
計
画
）

宮
城
県
岩
沼
市
で
は
、
2
0
1
1
年
4
月
に
「
岩
沼
市
震
災
復
興
基
本
方
針
」
を
決
定
。
同
年
8
月
に
は

学
識
経
験
者
や
産
業
関
係
者
、
被
災
者
代
表
等
か
ら
な
る
「
岩
沼
市
震
災
復
興
会
議
」
（
座
長
：
石

川
幹
子
東
京
大
学
大
学
院
教
授
）
の
第
4
回
会
合
に
て
「
岩
沼
市
震
災
復
興
計
画
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
を
決
定
。

○
第
二
段
階
：
「
岩
沼
市
震
災
復
興
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
決
定
（
7
か
年
計
画
）
（
2
0
1
2
年
9
月
）

1
.沿
岸
部
の
6
集
落
の
意
志
を
尊
重
し
、
す
べ
て
の
集
落
の
集
団
移
転
を
行
う
。

2
.沿
岸
部
に
多
重
防
御
の
新
し
い
社
会
共
通
基
盤
と
し
て
、
津
波
の
力
を
減
衰
さ
せ
る
「
千
年
希
望

の
丘
」
を
整
備
し
減
災
に
取
組
む
。

3
.津
波
浸
水
エ
リ
ア
全
域
に
お
け
る
居
久
根
の
調
査
を
実
施
。
居
久
根
の
活
用
等
、
農
村
集
落
の
文

化
的
景
観
の
保
全
・
再
生
を
図
る
。

4
.太
陽
光
発
電
や
風
力
発
電
な
ど
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
生
産
拠
点
と
し
て
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

○
第
三
段
階
：
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
（
2
0
1
1
年
1
0
月
～
継
続
中
）

被
災
者
自
身
が
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と
な
り
計
画
・
学
習
。

○
第
四
段
階
：
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
の
決
定
と
着
工

事
業
認
可
は
、
2
0
1
2
年
3
月
、
起
工
式
は
、
同
年
8
月
。
復
興
の
進

捗
状
況
に
応
じ
た
、
ま
ち
づ
く
り

検
討
会
を
継
続
中
。

【
実
施
主
体
】

・
宮
城
県
岩
沼
市
、
ペ
ア
リ
ン
グ
支
援
と
し
て
東
京
大
学
大
学
院
都
市
持
続
再
生
研
究
セ
ン
タ
ー
が
参
加
。
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２
．
宮
城
県
気
仙
沼
市
の
「
防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
」

【
事
業
ま
た
は
研
究
開
発
の
概
要
】

○
国
や
宮
城
県
、
気
仙
沼
市
な
ど
が
進
め
る
防
潮
堤
建
設
計
画
に
つ
い
て
、

正
し
い
知
識
を
も
と
に
市
民
が
納
得
し
て
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
気
仙
沼
市
民

有
志
に
よ
り
「
防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
」
が
2
0
1
2
年
8
月
に
設
立
さ
れ
た
。

○
賛
成
反
対
の
議
論
の
場
で
は
な
く
、
防
潮
堤
計
画
の
根
本
と
な
る
法
的
根

拠
や
行
政
の
基
本
方
針
、
根
本
的
な
ル
ー
ル
、
決
定
・
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
や
技
術
的
知
識
等
の
基
本
情
報
を
整
理
し
、
情
報
を
交
換
し
て
い
る
。

○
情
報
の
共
有
と
整
理
の
た
め
、
学
識
経
験
者
や
民
間
企
業
、
行
政
関
係
者

等
を
講
師
と
し
て
招
き
、
以
下
の
テ
ー
マ
を
は
じ
め
と
し
た
講
演
会
や
意
見

交
換
会
を
実
施
し
て
い
る
。

・
防
潮
堤
建
設
計
画
の
基
本
的
な
流
れ
と
ル
ー
ル
（
第
1
回
）

（
講
師
：
宮
城
県
土
木
部
河
川
課
課
長
）

・
背
後
地
の
利
用
方
法
に
よ
る
防
潮
堤
パ
タ
ー
ン
の
考
察
（
第
2
回
）

（
講
師
：
(公
財
)ひ
ょ
う
ご
震
災
記
念
2
1
世
紀
研
究
機
構
人
と

防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
）

・
防
潮
堤
の
法
的
制
度
・
功
罪
の
ま
と
め
と
各
地
区
及
び
気
仙
沼
市
の

選
択
肢
の
可
能
性
（
第
6
回
）

（
講
師
：
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
）

・
防
潮
堤
を
含
む
復
興
へ
の
議
会
の
取
り
組
み
と
、
今
後
の
勉
強
会

と
の
協
働
の
方
法
（
第
7
回
）

（
講
師
：
気
仙
沼
市
議
会
議
員
）

・
気
仙
沼
市
長
と
の
意
見
交
換
会
（
第
1
3
回
）

○
防
潮
堤
建
設
計
画
に
つ
い
て
、
共
通
理
解
を
深
め
よ
う
と
発
足
し
た
勉
強
会

は
計
1
3
回
の
連
続
講
演
を
1
0
月
に
終
え
、
今
後
は
地
域
支
援
や
情
報
発
信

に
軸
足
を
移
す
こ
と
と
し
て
い
る
。

【
実
施
主
体
】

・
気
仙
沼
市
「
防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
」
(H
P
h
tt
p:
/
/
se
aw
al
l.i
n
fo
/
in
de
x.
h
tm
l)

防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
会
議
の
様
子

（
出
典
：
「
気
仙
沼
市
防
潮
堤
を
勉
強
す
る
会
」
H
P
h
tt
p:
/
/
se
aw
al
l.i
n
fo
/
in
de
x.
ht
m
l）

2
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駅
の
イ
メ
ー
ジ

（
出
典
：
「
気
仙
沼
線
に
お
け
る
暫
定
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
開
始
に
つ
い
て
」
(2
0
1
2
.7
.1
8
) 
J
R
東
日
本
(株
)）

３
．
新
し
い
交
通
シ
ス
テ
ム
の
社
会
実
験
～

釜
石
市
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
J
R
気
仙
沼
線
不
通
区
間
で
の
B
R
T
～

【
事
業
ま
た
は
研
究
開
発
の
概
要
】

１
．
釜
石
市
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

○
岩
手
県
釜
石
市
で
は
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
(株
)と
協
力
し
て
、
釜
石
市
北
部
の
仮
設
住
宅
地
域
と
同
市
市
街
地
を
結
ぶ
区
間
を
対
象
に
、
オ
ン
デ
マ

ン
ド
バ
ス
の
共
同
運
行
実
証
を
2
0
1
2
年
1
0
月
よ
り
開
始
し
た
。

○
ト
ヨ
タ
自
動
車
(株
)が
提
供
す
る
「
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム
」
に
よ
り
、
利
用
者
の
事
前
予
約
に
よ
る
乗
降
地
点
や
希
望
時
刻
に
応
じ
て
、
走

行
経
路
や
時
刻
を
算
出
す
る
と
と
も
に
、
過
去
の
利
用
状
況
や
交
通
事
情
も
考
慮
し
て
、
運
行
計
画
を
最
適
化
し
て
い
る
。

２
．
J
R
気
仙
沼
線
不
通
区
間
で
の
B
R
T
運
行

○
東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
J
R
気
仙
沼
線
の
不
通
区
間
（
宮
城
県
・
気
仙
沼
－
柳
津
、
5
5
キ
ロ
）
で
は
、
J
R
東
日
本
に
よ
り
、
バ
ス
高
速
輸
送
シ

ス
テ
ム
（
B
R
T
）
の
専
用
道
を
使
用
し
た
代
行
バ
ス
運
行
が
、
2
0
1
2
年
8
月
に
よ
う
や
く
開
始
し
た
。

○
B
R
T
の
便
数
は
多
い
区
間
で
鉄
道
時
の
2
倍
に
増
加
し
、
バ
ス
が
ど
こ
を
走
っ
て
い
る
か
分
か
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
て
い
る
。

【
実
施
主
体
】

１
．
釜
石
市
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
：
岩
手
県

釜
石
市
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
(株
)、
豊
田
中
央
研
究
所
、
豊
田
通
商
、
K
D
D
I、
S
G
シ
ス
テ
ム
、

(株
)ド
リ
ー
ム
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
タ
ー

２
．
J
R
気
仙
沼
線
不
通
区
間
で
の
B
R
T
：
J
R
東
日
本
(株
)

3
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